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二
〇
一
四
年
夏
に
行
わ
れ
た
聖
堂
発
掘
作
業
で
は
、
三
世
紀
末
か

ら
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
時
代
ま
で
の
四
枚
の
貨
幣
と
年
代
不
詳
の
貨

幣
が
一
致
、
ま
た
一
枚
の
鉛
封
緘
が
出
土
し
た
。
昨
年
出
土
し
た
貨

幣
の
う
ち
、
前
年
度
に
報
告
で
き
な
か
っ
た
銅
貨
一
点
と
併
せ
て
、

以
下
に
そ
の
内
容
を
報
告
す
る
。

（
一
）
貨
幣

①
銀
銅
貨
（
ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
貨
）、
西
方
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
ア
ヌ
ス

治
世
（
二
八
六
―
三
〇
五
、三
〇
六
―
三
〇
八
、三
一
〇
年
）（
写

真
１
ａ
・
ｂ（

（
（

）

　
　
　

　
・
出
土
場
所
　
附
属
礼
拝
堂
表
層

　
・
直
径
　
二
四
㎜

　
・
重
量
　
三
・
九
ｇ

キ
ー
ワ
ー
ド

　
古
代
末
期
　
ビ
ザ
ン
ツ
　
ト
ロ
ス
　
貨
幣
　
封
緘

調
査
報
告

ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告（
二
〇
一
四
）　

　
―
出
土
貨
幣
及
び
封
緘
に
つ
い
て

村
　
田
　
光
　
司

写真1a　表面

写真1b　裏面
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

　
・
型
打
ち
軸
　
一
八
〇
度

　
・
造
幣
局
　
ロ
ー
マ
（
？
）

　
・
造
幣
年
　
二
九
三
―
二
九
四
年

　
表
面
に
は
放
射
状
に
広
が
る
冠
を
被
り
、
帝
衣
を
ま
と
い
、
左
を

向
く
皇
帝
の
胸
像
が
見
え
る
。
手
に
は
先
端
に
鷲
を
象
っ
た
笏
が
握

ら
れ
て
い
る
。
胸
像
の
周
囲
に
は
、
次
の
よ
う
な
銘
文
が
読
み
取
れ

る
。Im

p(erator) M
axim

ia[n
]u

s [P
(iu

s) F
(elix)] 

A[ug(stus)]

「
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
ア
ヌ
ス
、
敬
虔
に
し
て
幸
運
な
る
ア
ウ
グ
ス

ト
ゥ
ス
」

　
裏
面
に
は
右
を
向
い
た
ニ
ケ
の
立
像
が
あ
り
、
彼
女
は
椰
子
の
木

に
接
す
る
丸
盾
を
掴
ん
で
い
る
。
盾
に
は
二
行
に
わ
た
っ
て
「VO

 
| T X

」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
下
部
外
辺
に
は
「XXI Δ
」
と
あ
る
。

ニ
ケ
を
囲
む
形
で
、
次
の
銘
文
が
見
え
る
。

Prim
is (D

ecennalibus) M
ultis (Vicennalibus)

　
こ
の
貨
幣
は
、
二
七
四
年
に
ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
帝
に
よ
っ
て
導
入

さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
貨
の
一
種
で
あ
る
。
こ
れ
は

元
々
二
一
五
年
に
カ
ラ
カ
ラ
帝
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
銀
銅
貨
（
い

わ
ゆ
る
ア
ン
ト
ニ
ニ
ア
ヌ
ス
貨
）
が
そ
れ
ま
で
に
被
っ
て
き
た
度
重

な
る
品
位
低
下
を
食
い
止
め
る
た
め
に
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
、
五
％

の
銀
含
有
率
を
保
つ
と
さ
れ
た
。
一
般
に
ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
貨
は
、

表
面
の
放
射
状
に
広
が
る
冠
を
被
っ
た
皇
帝
の
胸
像
と
、
裏
面
下
部

外
辺
に
刻
ま
れ
た
「
二
〇
」
と
「
一
」
を
示
す
数
字
を
特
徴
と
す
る

（
ロ
ー
マ
数
字
で
「XXI

」、
な
い
し
ギ
リ
シ
ア
数
字
で
「Κ

Α

」
と

表
記
さ
れ
る
場
合
が
多
い
）。
こ
の
数
字
は
通
説
で
は
、
銀
と
青
銅

の
含
有
率
が
二
〇
対
一
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い

る
。
一
方
で
各
地
の
造
幣
局
は
、
番
号
を
付
さ
れ
た
複
数
の
「
工
房

（officinae

）」
に
分
か
れ
て
造
幣
を
行
っ
て
お
り
、「XXI

」
な
い

し
「Κ

Α

」
の
右
隣
に
造
幣
し
た
工
房
の
番
号
を
ギ
リ
シ
ア
数
字
で

刻
む（

（
（

。
同
時
期
の
他
の
種
類
の
貨
幣
と
同
様
、
造
幣
局
の
場
所
を
示

す
記
号
も
裏
面
に
刻
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
す
べ
て
で
は
な
い（

（
（

。

　
さ
て
わ
れ
わ
れ
の
貨
幣
の
造
幣
局
と
造
幣
年
を
検
討
す
る
に
あ

た
っ
て
鍵
と
な
る
の
は
、
裏
面
に
見
え
る
「PRIM

IS X M
V-

LTIS XX

」
と
「VO

T X

」
と
い
っ
た
文
句
で
あ
る
。
こ
れ
は
最

初
の
一
〇
年
の
治
世
を
祈
念
す
る
神
へ
の
奉
献
が
達
成
さ
れ
た
こ
と

と
、
さ
ら
な
る
一
〇
年
へ
の
奉
献
を
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
定
型

文
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
貨
幣
は
皇
帝
の
治
世
一
〇
年
祭
（D

ecen-
nalia

）の
際
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
は
い

え
Ａ
・
シ
ャ
ス
タ
ニ
ョ
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
〇
年
祭
が
祝
う
の
は

二
八
五
年
に
カ
エ
サ
ル
と
な
っ
た
マ
ク
シ
ミ
ア
ヌ
ス
の
治
世
一
〇
年

目
で
は
な
く
、
二
八
四
年
に
即
位
し
た
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
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ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
村
田
）

そ
れ
で
あ
る（

（
（

。
つ
ま
り
貨
幣
の
発
行
時
期
は
、
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア

ヌ
ス
の
治
世
一
〇
年
目
、
す
な
わ
ち
二
八
三
年
一
一
月
か
ら
の
一
年

間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
同
時
期
の
他
の
貨
幣
と
の
比
較
か
ら
、
裏
面
の
右
側
に
は
造
幣
局

の
場
所
を
示
す
記
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
こ

こ
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
明
確
な
の
は
、
こ
の
貨
幣
が

帝
国
の
某
造
幣
局
の
「
第
四
工
房
」（
裏
面
下
部
外
辺
の
「Δ

」）
で

造
幣
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ「PRIM

IS 
X M

VLTIS XX

」
と
い
う
定
型
句
が
刻
ま
れ
る
貨
幣
の
う
ち
、ロ
ー

マ
以
外
で
造
幣
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
も
の
は
見
つ
か
っ
て
お
ら

ず
、
こ
の
定
型
句
を
も
っ
て
ロ
ー
マ
産
と
す
る
の
が
古
銭
学
上
の
通

説
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。

②
青
銅
貨
（
フ
ォ
リ
ス
貨
、
四
〇
ヌ
ム
ス
）、
皇
帝
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ

ス
一
世
治
世
（
四
九
一
―
五
一
八
年
）（
写
真
２
ａ
・
ｂ
）

　 

・
出
土
場
所
　
附
属
礼
拝
堂
表
層

　
・
直
径: 

二
三
㎜

　
・
重
量: 

五
・
三
ｇ

　
・
型
打
ち
軸: 

一
八
〇
度

　
・
造
幣
局: 

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル

　
・
造
幣
年: 

五
〇
七
―
五
一
二
年

　
表
面
の
図
像
を
見
分
け
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
周
囲
に
刻
ま
れ
た

銘
文
の
一
部
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

D
(om

inus) N
(oster) [A

nastasi]u[s P(er)p(etuus) 
Aug(stus)]

「
我
ら
が
主
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
、
永
遠
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
」

　
裏
面
に
は
巨
大
な
「M

」
の
文
字
が
中
心
を
占
め
、
左
右
に
星
形

の
点
が
打
た
れ
て
い
る
。
上
部
に
十
字
が
、
ま
た
「M

」
に
囲
ま

れ
る
形
で
小
さ
く
「B

」
と
あ
り
、
横
線
で
区
切
ら
れ
た
下
部
に
は

「CO
N

」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
一
世
の
幣
制
改
革
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
四
〇

ヌ
ム
ス
貨
で
あ
る
。「M

」
は
数
詞
の
四
〇
を
意
味
す
る
。
彼
の
治

世
に
お
け
る
四
〇
ヌ
ム
ス
貨
は
大
ま
か
に
四
段
階
に
分
け
ら
れ
る

が
、
こ
の
貨
幣
は
そ
の
直
径
と
意
匠
か
ら
し
て
第
二
期
（
五
〇
七
―

五
一
二
年
）に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（
（

。「CO
N

」お
よ
び「B

」

は
、
こ
の
貨
幣
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
造
幣
局
の
第
二
工
房

で
造
幣
さ
れ
た
こ
と
を
示
す（

（
（

。

写真2a　表面

写真2b　裏面
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

③
青
銅
貨
（
フ
ォ
リ
ス
貨
、
四
〇
ヌ
ム
ス
）、
皇
帝
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ

ス
一
世
治
世
（
四
九
一
―
五
一
八
年
）（
写
真
３
ａ
・
ｂ
）

　
・
出
土
場
所
　
附
属
礼
拝
堂
表
層

　
・
直
径
　
三
四
㎜

　
・
重
量
　
一
八
・
三
ｇ

　
・
型
打
ち
軸
　
一
八
〇
度

　
・
造
幣
局
　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル

　
・
造
幣
年
　
五
一
七
―
五
一
八
年

　
表
面
に
は
、
片
側
の
肩
部
に
留
め
金
（fibula

）
を
持
つ
帝
衣

（paludam
entum

）
と
胴
鎧
を
纏
い
、
花
冠
を
被
っ
て
右
を
向
い

た
皇
帝
の
胸
像
が
あ
り
、
周
囲
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

D
(om

inus) N
(oster) A

nastasius P
(er)p(etuus) 

Aug(stus)

「
我
ら
が
主
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
、
永
遠
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
」

　
裏
面
に
は
数
詞
の
四
〇
を
示
す
巨
大
な
「M

」
を
中
心
に
、
左
右

に
二
つ
の
星
が
そ
れ
ぞ
れ
上
下
に
点
を
伴
っ
て
並
び
、
上
部
に
は
十

字
架
、「M

」
の
内
側
に
造
幣
局
の
工
房
番
号
を
示
す
「E

」、
横
線

で
区
切
ら
れ
た
下
部
に
「CO

N

」
が
見
え
る
（
つ
ま
り
コ
ン
ス
タ

ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
造
幣
局
第
五
工
房
）。

　
大
き
さ
と
重
量
、
意
匠
か
ら
判
断
し
て
、
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
一
世

治
世
の
最
晩
年
（
第
四
期
、
五
一
七
―
五
一
八
年
）
に
造
幣
さ
れ
た

四
〇
ヌ
ム
ス
貨
で
あ
る（

（
（

。

④
青
銅
貨
（
フ
ォ
リ
ス
貨
、
二
〇
ヌ
ム
ス
）、
皇
帝
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア

ヌ
ス
一
世
治
世
（
五
二
七
―
五
六
五
年
）（
写
真
４
ａ
・
ｂ
）

　
・
出
土
場
所
　
附
属
礼
拝
堂
表
層

　
・
直
径
　
二
八
㎜

写真3a　表面

写真3b　裏面

写真4a　表面

写真4b　裏面
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ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
村
田
）

　
・
重
量
　
一
二
・
〇
ｇ

　
・
型
打
ち
軸
　
一
八
〇
度

　
・
造
幣
局
　
ニ
コ
メ
デ
ィ
ア

　
・
造
幣
年
　
五
四
一
―
五
四
二
年

　
表
面
に
は
羽
飾
り
の
つ
い
た
冠
を
被
り
、
胴
鎧
を
纏
っ
て
正
面
を

む
い
た
皇
帝
の
胸
像
が
あ
り
、
そ
の
右
手
は
十
字
架
を
握
り
、
左
肩

は
盾
を
被
っ
て
い
る
。
左
肩
の
上
方
に
は
も
う
一
つ
十
字
架
が
見
え

る
。
胸
像
の
周
囲
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

D
(om

inus) N
(oster) Iustinianus P

(er)p(etuus) 
Aug(stus)

「
我
ら
が
主
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
、
永
遠
の
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
」

　
裏
面
に
は
、
中
心
に
巨
大
な
「K

」
の
文
字
が
見
え
、
上
部
に
は

上
端
に
穴
の
空
い
た
十
字
架
「
　
」、
左
側
に
「AN

N
O

」
の
文
字
、

右
側
に
「X

　  

」、
下
部
に
「N

I

」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
一
世
の
幣
制
改
革
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
二
〇

ヌ
ム
ス
貨
で
あ
る
（「K

」
は
数
詞
の
二
〇
）。
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス

期
に
特
徴
的
な
の
は
、
裏
面
に
造
幣
年
が
刻
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
貨
幣
は
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
の
治
世
一
五
年
目
、
す
な

わ
ち
五
四
一
―
五
四
二
年
の
も
の
と
分
か
る
。「N

I

」
は
造
幣
局
の

場
所
を
示
す
省
略
記
号
で
、
ニ
コ
メ
デ
ィ
ア
を
指
す（

（
（

。

⑤
青
銅
貨
（A
E
4

な
い
し
五
ヌ
ム
ス
貨
？
）、四
―
七
世
紀
（
？
）（
写

真
５
ａ
・
ｂ
）

   

　
・
出
土
場
所
　
祭
壇
部
北
西
隅W

M
2

の
下
層

　
・
直
径
　
一
一
㎜

　
・
重
量
　
一
・
六
ｇ

　
・
型
打
ち
軸
　
不
明

　
・
造
幣
局
　
不
明

　
・
造
幣
年
　
四
―
七
世
紀
（
？
）

　
両
面
と
も
意
匠
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
ず
、
同
定
は
困
難
で
あ

る
。
二
〇
一
三
年
報
告
の
貨
幣
②
と
同
じ
く
、A

E
4

な
い
し
五
ヌ

ム
ス
貨
の
可
能
性
が
高
い
が（
（1
（

、
こ
の
貨
幣
が
祭
壇
部
の
北
西
隅
、
第

二
白
色
モ
ル
タ
ル
層W

M
2

の
下
の
準
備
層
か
ら
出
土
し
た
事
実

を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
時
代
を
遡
る
も
の

で
あ
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。

写真5a　表面

写真5b　裏面
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

補
遺
（
二
〇
一
三
年
出
土
）
フ
ォ
リ
ス
銅
貨
（
一
一
世
紀
後
半
）（
写

真
６
ａ
・
ｂ
）

　
・
出
土
場
所
　
附
属
礼
拝
堂
表
層

　
・
直
径
　
二
七
㎜

　
・
重
量
　
六
・
〇
ｇ

　
・
型
打
ち
軸
　
０
度

　
・
造
幣
局
　
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
（
？
）

　
・
造
幣
年
　
一
〇
六
五
年
頃
―
一
〇
七
〇
年
頃

　
表
面
に
は
、
上
辺
を
中
心
に
小
球
を
連
ね
た
縁
飾
り
と
、
わ
ず
か

に
ニ
ン
ブ
ス
の
一
部
が
確
認
で
き
る
。
縁
飾
り
の
外
に
別
の
縁
と
銘

ら
し
き
も
の
が
見
え
、
こ
の
面
が
重
ね
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　
裏
面
に
は
小
球
を
連
ね
た
縁
飾
り
の
な
か
に
、
ニ
ン
ブ
ス
を
伴
い

正
面
を
向
い
た
マ
リ
ア
の
胸
像
が
あ
る
。
彼
女
は
両
手
を
挙
げ
た
オ

ラ
ン
ス
の
姿
勢
で
あ
る
。

　
さ
ら
な
る
意
匠
を
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
以
上
の

情
報
か
ら
、
こ
れ
が
九
七
〇
年
か
ら
一
〇
九
二
年
ま
で
造
幣
さ
れ

た
フ
ォ
リ
ス
銅
貨
（
い
わ
ゆ
るA

nonym
ous F

olles

）
の
一
種

で（
（1
（

、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ス
一
〇
世
（
一
〇
五
九
―
一
〇
六
七
年
）

と
エ
ウ
ド
キ
ア
（
一
〇
六
七
―
一
〇
六
八
年
）、
ロ
マ
ノ
ス
四
世

（
一
〇
六
八
―
一
〇
七
一
年
）
の
治
世
を
ま
た
い
で
作
ら
れ
た
Ｇ
ク

ラ
ス
（
一
〇
六
五
年
頃
―
一
〇
七
〇
年
頃
）
に
属
す
る
も
の
で
あ
る

と
推
測
で
き
る
。
こ
の
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
表
面
は
ニ
ン
ブ

ス
を
伴
っ
て
正
面
を
向
き
、
巻
物
を
左
手
に
持
つ
キ
リ
ス
ト
で
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る（
（1
（

。

（
二
）
封
緘

①
鉛
製
封
緘
、
未
使
用
（
写
真
７
ａ
・
ｂ
・
ｃ
）

　
・
出
土
場
所
　
祭
壇
部
の
北
側
、
壁P

W
10

付
近
の
石
板
の
間

写真6a　表面

写真6b　裏面

写真7a　表面

写真7b　裏面

写真7c　側面
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司
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・
直
径
　
一
九
㎜

　
・
重
量
　
五
・
三
ｇ

　
印
章
を
打
刻
す
る
前
の
、
未
使
用
の
封
緘
で
あ
る
。
穴
の
空
い
た

円
筒
形
の
膨
ら
み
が
中
心
を
貫
い
て
い
る
が
、
こ
の
穴
は
封
緘
を
文

書
等
に
付
す
際
に
用
い
る
紐
を
通
す
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
紐

を
通
し
終
わ
っ
た
後
に
打
刻
し
、
穴
を
閉
じ
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ

る（
（1
（

。
　
こ
れ
が
い
か
な
る
人
物
の
所
持
品
で
あ
っ
た
の
か
断
定
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
聖
堂
の
祭
壇
部
と
い
う
出
土
位
置
か
ら
、
ま
ず
想
定
さ

れ
る
の
は
聖
職
者
、
お
そ
ら
く
は
ト
ロ
ス
主
教
で
あ
る
。
と
い
う
の

も
一
般
に
、
地
方
に
お
い
て
封
緘
を
利
用
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

聖
職
者
は
（
大
／
府
）
主
教
や
修
道
院
長
に
限
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る（
（1
（

。
わ
れ
わ
れ
は
直
接
の
比
較
対
象
と
な
り
う
る
実
例
を
二
点
知
っ

て
い
る
。

ト
ロ
ス
主
教
ヨ
ハ
ネ
ス
（
七
―
八
世
紀
）：
直
径
二
五
㎜
（
利

用
面
一
九
㎜
）、
重
量
二
三
・
五
五
ｇ（
（1
（

ト
ロ
ス
主
教
テ
オ
ド
ロ
ス
（
一
〇
世
紀
末
―
一
一
世
紀
初
頭
）

直
径
二
〇
㎜
、
重
量
不
明（
（1
（

　
一
方
で
、
祭
壇
部
が
聖
堂
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
時

期
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
未
使
用
封
緘
が

現
地
を
訪
れ
た
世
俗
官
僚
な
い
し
個
人
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も

大
い
に
あ
る
。

　
現
時
点
で
言
え
る
の
は
、
こ
の
封
緘
が
お
そ
ら
く
九
世
紀
以
降
に

属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
五
・
三
グ
ラ
ム

と
い
う
目
方
は
ビ
ザ
ン
ツ
の
鉛
製
封
緘
の
な
か
で
も
か
な
り
軽
い
部

類
に
属
す
る
が
、
こ
う
し
た
軽
量
の
封
緘
は
と
り
わ
け
一
一
世
紀
以

降
に
頻
繁
に
な
る
一
方
、
八
世
紀
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て

い
な
い
　
　（　
（

。
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註（1
）
こ
の
貨
幣
の
同
定
作
業
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
っ
た
浦
野
聡
、
師
尾

晶
子
、
向
井
朋
生
の
各
先
生
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
2
）
ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
貨
に
つ
い
て
概
略
的
に
は
、S. Estiot, The 

Later Third Century, in W
. E. M

etcalf (ed.), The O
xford 

H
andbook of G

reek and R
om

an C
oinage , O

xford, 2012, 
pp. 538-560: pp. 545-548

を
見
よ
。
ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
貨
の
額

面
価
値
に
つ
い
て
は
二
―
二
五
デ
ナ
リ
ウ
ス
ま
で
、
様
々
な
説
が
提

起
さ
れ
お
り
決
着
を
み
て
い
な
い
。
次
の
学
説
史
展
望
を
参
照
。M

. 
C

orbier, C
oinage and taxation: the state’s point of view

, 
A

.D
. 193-337, in A. Bow

m
an et al. (eds.), The C

am
bridge 

Ancient H
istory XII: The C

risis of E
m

pire, A.D
. 193-337 , 

2
nd ed., Cam

bridge, 2005, pp. 327-392
（
と
り
わ
けpp. 340-

341

）。

（
3
）H

. M
attingly / E

. A
. Sydenham

 (eds.), P. H
. W

ebb 
(author), The R

om
an Im

perial C
oinage  (

以
下R

IC

と
表

記), Vol. V-1, London, 1927, pp. 248-362

お
よ
び Vol. V-2, 

London, 1933, pp. 1-295

に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る274

年
か

ら295

年
頃
（
ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
貨
の
廃
止
時
期
）
の
貨
幣
の
う
ち
、

「A
ntoniniani

」
の
項
目
を
見
よ
（
こ
の
カ
タ
ロ
グ
が
刊
行
さ
れ
た

と
き
、
ま
だ
「
ア
ウ
レ
リ
ア
ヌ
ス
貨Aureliani

」
と
い
う
区
分
は

な
か
っ
た
）。

（
４
）A. Chastagnol, Les années régnales de M

axim
ien H

ercule 
en E

gypte et les fêtes vicennales du
20 novem

bre 303, 
R

evue num
ism

atique , 6e s.,9 (1967), p. 54-81, 

と
く
にp. 

60-62. 

皇
帝
に
よ
る
神
へ
の
奉
納
に
つ
い
て
は
、H. M

attingly, The 
Im

perial ‘V
ota’, Proceedings of the B

ritish A
cadem

y
36 

(1950), pp. 155-195;37 (1951), pp. 219-268

、
お
よ
びT. 

V
. B

uttrey, The D
ates of the A

rches of "D
iocletian" and 

C
onstantine, H

istoria: Zeitschrift für A
lte G

eschichte  
32-3 (1983), pp. 375-383, 

特
にpp. 375-377.

（
５
）Cf. R

IC
, V-2, pp. 213-214. 

わ
れ
わ
れ
の
貨
幣
と
同
じ
定
型
句

お
よ
び
意
匠
（
ニ
ケ
の
立
像
）
を
持
つ
類
例
と
し
て
現
在
確
認
で
き

る
の
は
、R

IC
, V-2, no. 513

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
五
種
類
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
す
べ
て
に
工
房
番
号
が
付
さ
れ

て
い
る
が
、
造
幣
局
記
号
が
あ
る
の
は
一
種
類
の
み
で
あ
る
（
造
幣

局
記
号
な
し
：
第
一
、
第
五
、
第
六
、
第
七
工
房
。
造
幣
局
記
号
あ
り
：

ロ
ー
マ
第
五
工
房
）。
裏
面
に
同
じ
意
匠
を
持
つ
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア

ヌ
ス
の
類
例
も
参
照
（R

IC
, V

-2, no. 177

）。

（
６
）W

. R. H
ahn, M

oneta Im
perii B

yzantini: R
ekonstruktion 

des P
rägeaufbaues auf synoptisch-tabellarischer 

G
rundlage , Teil I. V

on A
nastasius I. bis Justinianus 

I. (491-565), einschliesslich der ostgotischen und 
vandalischen Prägungen , W

ien, 1973, S. 33-35.

（
７
）Cf. A. R. Bellinger, C

atalogue of the B
yzantine C

oins in 
the D

um
barton O

aks C
ollection and in the W

hittem
ore 

C
ollection , vol. I, W

ashington D
. C., 1966, p. 15. 

た
だ
し
こ

の
貨
幣
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
第
二
工
房
で
造
幣
さ
れ

た
同
時
期
の
一
般
的
な
四
〇
ヌ
ム
ス
貨
（nos. 20b.1-20b.5: 8.23-

9.65 g.

）
と
比
較
し
て
か
な
り
軽
い
。

（
８
）H

ahn, M
oneta Im

perii B
yzantini  I (

註
６), S. 33-35. 

Bellinger, C
atalogue  I (

註
７), p. 22, no. 23l.1

に
類
例
。

（
９
）Bellinger, C

atalogue  I (

註
７), p. 119, no. 142

に
類
例
。

（
10
）
村
田
光
司
「
ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
二
〇
一
三
）
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ト
ロ
ス
司
教
座
聖
堂
発
掘
報
告
（
村
田
）

―
出
土
貨
幣
及
び
封
緘
に
つ
い
て
」『
史
苑
』
七
四
―
二

（
二
〇
一
四
）、
一
五
八
―
一
六
七
頁
：
一
六
〇
頁
。

（
11
）Ph. G

rierson, C
atalogue of the B

yzantine coins in 
the D

um
barton O

aks C
ollection and in the W

hittem
ore 

C
ollection , vol. III. 2, W

ashington D
. C

., 1973, pp. 634-
706. 

グ
リ
ア
ー
ス
ン
は
大
分
類
で
一
五
の
ク
ラ
ス
を
提
示
し
て
い

る
。

（
12
）
一
〇
―
一
一
世
紀
の
フ
ォ
リ
ス
銅
貨
の
う
ち
、
裏
面
に
マ
リ
ア
の

胸
像
を
描
く
の
は
Ｇ
ク
ラ
ス
の
み
で
あ
る
。
グ
リ
ア
ー
ス
ン
は
造
幣

局
を
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
と
す
る
が
、
地
方
で
の
造
幣
の
可

能
性
も
排
除
し
て
い
な
い
。Ibid. , p. 692.

（
13
）
未
使
用
封
緘
は
出
土
数
が
少
な
く
、
研
究
も
わ
ず
か
で
あ
る
。
さ
し

あ
た
りN

. O
ikonom

ides, The Lead Blanks U
sed for Byzantine 

Seals, in id. (ed.), Studies in B
yzantine Sigillography 

1, W
ashington D

.C
., 1987, pp. 97-103; J.-C

l. C
heynet, 

Introduction à la sigillographie byzantine, dans id., La 
société byzantine. L’apport des sceaux , vol. I, Paris, 2008, 
p. 1-82 : p. 8-10.

（
14
）V

. Laurent, Le C
orpus des sceaux de l’em

pire byzantin , 
vol. V. 1. L’église ,3 parties, Paris, 1963-1972.

（
15
）Laurent, C

orpus  V
 (

註
14), no. 511 = J. N

esbitt / N
. 

O
ikonom

ides, C
atalogue of B

yzantine seals at D
um

barton 
O

aks and in the Fogg M
useum

 of A
rt 2: South of the 

B
alkans, the Islands, South of A

sia M
inor , W

ashington 
D

.C
., 1994, no. 81.l.

（
16
）Laurent, C

orpus  V (

註
14), no. 512. 

ロ
ー
ラ
ン
に
よ
る
推

定
年
代
は
「XI s. (début)

」
だ
が
、
こ
の
封
緘
の
意
匠
は
バ
シ
レ

イ
オ
ス
二
世
治
世
（
九
七
六
―
一
〇
二
五
）
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ

り
、必
ず
し
も
一
一
世
紀
初
頭
に
絞
れ
る
わ
け
で
は
な
い（J. C. 

シ
ェ

ネ
教
授
の
ご
指
摘
に
よ
る
）。
こ
の
封
緘
は
元
々
一
九
世
紀
の
歴
史

家G
.-L. Schlum

berger

の
私
蔵
品
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
行
方

不
明
で
あ
る
（
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て

い
る
）。

（
17
）
例
え
ば
リ
キ
ア
地
方
の
封
緘
に
つ
い
て
、N

esbitt / O
ikonom

ides, 
C

atalogue (

註
15), Chapter V

I, The south of Asia M
inor, 

pp. 150-181

の
カ
タ
ロ
グ
を
参
照
。
一
一
世
紀
の
封
緘
が
か
な
り

小
型
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
イ
コ
ノ
ミ
デ
ィ
ス
も
指
摘
し
て
い
る
が
、

そ
の
背
景
と
し
て
彼
は
同
時
期
の
帝
国
に
お
け
る
鉛
供
給
量
の
減
少

を
推
測
し
て
い
る
。Oikonom

ides, The Lead Blanks (

註
13), p. 

100.（
名
古
屋
大
学
大
学
院
／
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
）
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Basilica Excavation Report, Tlos, 2014: Coin and Seal

MURATA, Koji

　　In this report we present five coins and a seal found at the Basilica 
in 2014, with another coin found in 2013, which has not been reported. 

Coin 
1. Billon Aurelianus of Emperor Maximianus (Date struck: 293-294)
2. Bronze Follis (40 nummi) of Emperor Anastasius I (Date struck: 

507-512)
3. Bronze Follis (40 nummi) of Emperor Anastasius I (Date struck: 

517-518)
4. Bronze Follis (20 nummi) of Emperor Justinian I (Date struck: 

541/542)
5. Bronze AE4 or Pentanummium (?) (Date struck: 4th-7th C. ?)
Addendum (found in 2013). Anonymous Copper Follis (Date struck: c. 

1065-c. 1070)
Seal 

1. Lead Blank (after 11th C. ?)


